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英蘭銀行券と小切手

大 坪徳 次

1 まえおき

英国の貨幣信用史上，有名な対仏戦争下で、先換停止時の委員会の報告， 「地

金報告」の結論は，先換停止下では金の価格と外国為替相場とを基準として，

銀行券発行を統制すべきである。というのであったが．これに対しては英蘭銀

行当局者達が反対し，彼等は銀行券が商業手形を引当てに発行される限り，過

剰発行はあり得ないとした。議会はこの反対論を容れ， 「地金報告」の勧告を

採らなかった。その後，再現した通貨主義対銀行主義の論争も，この流れを汲

むものとも見れるが，果して，経済の血液にもすことえられる貨幣の流れを一面

的に把握出来るのであろうかQ 一般に通貨主義の勝利であったと言われる1844

年の「ピ ~；v条例」によって，（1）英蘭銀行を発券部と銀行部に分ち，（2）一定額

の保証準備以上の発行は全て金の増減によられた制度も，やがてその欠陥を暴

露L，既に予金通貨の発達を見た当時，金利政策に進まねばならなかったこと

を示した。この銀行券の適E量の問！芯それは既に英蘭銀行設立当時に旺胎し

ていたのである。

2 英蘭銀行の設立

パジヨットは，有名な英国の金融市場を銭述した「ロムパ片 f街」で，英蘭

銀行設立について述べている。 「世界中の凡ゆる制度の中で，今では恐らく英

蘭銀行ほどに党派的政治から，又『金融』から離れたものはない。しかしその起

源に於ては，共れは只に金融会社で、あったばかりでなく，ホイッグの会社であ

った。それはホイッグ政府によって，現金に対する必死の入用から設立せられ

たのであって， 『シティ』によって支持せられたのも『シティ』がホイッグで

ロ）
あったからであるりと，
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クロムウェルがチヤールスを廃位してみたら，悪化した財政問題を承継した

だけだったように，チャ .－Jレスの後にジェ｛ムスの代りにモシマウス公を立て

ようとする計画が失敗に終り，オレシヂ公ウィリブムが擁立されたが，議会は

チャ戸yレスに充？協賛しなかったように，従弟ウィリアムにもそうで、あった。
位）

しかしウィリブムは殆んど，即位当初からJレィ14世と戦争をしていた。この戦

争は彼の母国オラシグには絶対的な戦で、あったが，イギリスには，実質関係は

なかったが，結果的にみると経済カを確立する機会に戦争を利用しようとして

同意したのであった口

(1) W. Bagehot, Lombard Street, 1915, pp. 90-91.宇野弘蔵訳「ロムバ｛ド街」

岩波文庫 100頁

包） H. D.Macleod, Theory and Practice of Banking, Vol 1. p. 445. 

ウィリアムが英国壬位を得たいと野心を持ったのは，仏国の圧倒的権力に対するヨ

戸ロッパ連合の先頭に立つことで、あった。王は彼の王位がかなり強力になるや，議

会を説き伏せた。議会は彼の旧敵との戦いに熱心で，直ちに費用を可決したが，そ

れは僅少で，獲得困難であった。

ウィリプムの費用調達の中で， 17世紀末葉になりトコ／チシ式年金公債， 145杉
(1) 

の終身年金公債，富銭が発行されたが成功しなかった。スコット人，ウィリア

ム・パグ pーソジ案が， f!寺の大蔵犬巨チヤールス・モシグ pーギュによって採用さ

れ，それが「噸税条例」として議会で認可され，＊蘭銀行という来！？な会社から

借り入れる事で、あった。即ち法案は「船舶噸数，ピ.－Jレ，エ，－Jレ等に対して若

干の課税を陛下に許容する案，即ち同法案では，対仏戦争遂行のために150万

ポy 1ごの金額を自発的に貸与せんとする者に対し，一定の報酬と利得を保証す

るを目的とする。」もので，これは猛烈に反対され，特に上院で産I］しかったが，

遂に通過した。

その計画は，政府の必要とする 120万ポジドを金匠から借らずに，英蘭銀行

から借り， この会社は必要額を一般から某り 8%の利息と，年 4~000 ポγ ド

の手数料を支払う事であった。この低利の貸出しの代りに，多くの特権をえた

が，最も重要なのは政府の保証のもとに「共通の印章」 (Common Seal）を
。）

押したノートを政府貸附限度迄発行出来る事で、あった。
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(1) Macleod, Vol 1, op. cit. p. 4tl5. 

1690年，議会は短期公債で金をえようとして成功した。しかし戦争経費の増大は

之をうるさいものとし， 1692年トンチン式で100万ポンドの貸付利息支払のため，

99年の徴税が計画された。引受人は1700年まで10%を受けとり，それ以後7,000ポ

ンドを，生存者が7人になるまで分けられ，その年金は王の下に保管された。政府

信用は非常にイ尽くかったので，この約款で108,100ボγ ずだけえられ，引受人はそ

の指定する生命に14%をえることが出来た。この二つの計画でさえ， 881,493ポン

ド‘を得fこのみであった。

位） Macleod, Vol 1, op. cit. p. 447. 

モシターギユが採用した言－［＂ @iは，バタ戸ソシの唯一のものではなかった。他に三

つがあった。そのーつは1年に6,500ポンドを受けとり，その中5,000ポンドは運色

費で，残害事は利益とLづ条件であれば，法る団体で100万ポント、引受ける用意があ

り，そのピJl,が強制通貨叉は注貨となると，銀行はその提出に応じ流用させるた

め，現金で20万ポシド提供l, 5%の利をえるというのであった。しかし，この強

制通貨というのが富裕な人の気に入らず，絞らはそれの任意譲渡を希望した。

第二の計画は7%の利で200万ポンドの資金を集めることで、あった。彼の声望は

8%利で， 100万ポγ ド流通させるブアンドとして5,000ポンド宛の40人の引受人を

獲得した。しかし 8%利の割符（Tally〕が40%も普uヨ［＼、てしか引受けられぬこと

に慣れていた大蔵大臣は，積局的根拠のないプアンドを平価で引ぎ受けるように説

き伏せ得なかった。これらは失敗して，富義〔Lottery〕が不足を補うに発行され

ザ
，~。

このように，名誉革命を期としてイギリスの新興勢力であるホイッグは T戸

リ｛と共に議会政治に歩を進めたのである。

必要とされた120万ホ・y下は応嘉された。しかし同銀行はウイザアムに金額

を現金で、渡さず72万ポγ ドは現金で，残一部48万ポシドは証券で、渡したりかくて

政府はそれを使用せざるをえなかった。ウィリアムはチャ~ JI,スが行ったょに

割j符を発行しなければならず，銀行は了度金匠たちがやったと同じく 7%とい
{1) 

う割引で之を買占めようと決，r::，した。

(1) Macleod, Vol 1, op. cit. p. 451. 

実関銀行副総裁ミカエJl,・プッドフレ戸は，モが1695年7月， Namur の攻撃を

始めていたので，軍費送金の話でそこへ渡り， 7月末日，重砲撃下にそこで死んだ

が，彼は英関銀行の成功について祝福している。バシプレット1694年の所で，政府

の割符は25～30%の割引きで、あったが，銀行はそれをパ F で受けとり，プレミアム
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までつくようになった。保有していれば7～ 8%の利息がつき，貨幣より好まれた。
それは銀行あってこそ行い得たのである。

1694年， (Statute. c. 20.）英蘭銀行設立案は4月25日， 王の間意をえた。

その規定は次のようで、あった。

① 租税徴集規定の後，年10万ポシドが，ヌオイム戦争続行のため120万ポシ下

を自発的に貸す人を激励するために充令支出される事を指示する。

① 玉は1694年8月1日以前，内外国を商わず，政治団体，会社及び誰から

でも 120万ポシドを引き受けるコミッショナーを指名出来る。而も一年に10万

ポシ下の額は引受人，相続人，譲受人に支払われるように別にしておくべきで

ある。

① 王は，特許状によって引受人の貸附に対する株や利益を指図譲渡が出

来，叉その方法を規定出来る。叉買戻し条件つきで個人と同じく，土地，レシ

ト，小作地その他の不動産を得る権利と，英蘭銀行支配人及び会社と呼べる団

体設立が出来る特権を与えうる。

① 120万ポシ下の金額が， 1695年1月1日迄，国庫に払い込まれぬ場合

は，引受人への支払いは前貸しに対して5%にすぎない。而も1705年8月1日

以後，議会に対し12ヶ月前の通知で，負債を完済すれば解散出来る。

① いかなる個人も 2万ボシ下以上引受えず，弘は引受時に，残余は1695年

1月1日以前に払い込まれねばならぬ。残余の払い込みがない時は最初のもの

は王のものに属する。

① もしも 8月1日以前に，少くとも資本金の拾が引受けられぬなら，引受

人は会社を構成出来ない。而し引受人はその株年金を王の個人的債権者として

譲渡出来る。

⑦ 会社は議会の許可がないと， 120万ポシドをこえて，共通な印章（Co-

mmon S朗 1）を押した手形， 証券3 契約書で証書を借りたり与えたりするの

を禁止される。

① 会社は為替取引，地金銀の売買，貨物商品保証での貸出し，及びその貸

附が約定の3月以内に返済されねば，貨物，及び土地からの生産物を売却出来

る。
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① しかL彼等位直接聞躍を問わず，商売を行い9 財貨商品の売買に会社の

金や株で，彼らのためになるようにすれば，通告者（CommonInformer）が

商品の三倍の価値をえる詞則で禁止される。

⑮ 会社の印章で誰にでも出された債務訳書や信用手形は，その人の裏書き

で，任意に受けとろうとする人えに自由に譲渡出来る。譲渡の度毎に裏』書さ

れ，譲受人は自己の名で訴訟出来る。

⑪ もし会社が議会の特別許可なしに，王の土地を買い，王に前貸しするな

ら，その前貸しの三倍の価偵を失う。その見は通告者に残余は公主誌に対して。

⑫ 会柱に対しての科料，罰金9 判決は牧入？？により10万ボシ下の年金から

支払われる。このため引受コミッショシが6月15Elに指名された。全ての株は

10日で引受けられ会社のチヤ戸グ F は7月27日に発行された。

その後，事ある毎に英蘭銀行は政府の役に立った。その点では国家に対して

不測の貢献をなしたのである。この実質的利益に対して英商銀行は政府から最

初或いはその後で，三種の極めて重要な特権をえた。

第ーに英蘭銀行は政府残金を独占的に預っていた。最初は政府は銀行から信

用をえたのであるが，後には政府から信用をえた。人間には彼等がその下で生

活している政府の側に倣う自然的恒同がある。従って鼠者なる反対の警告がな

されない限り大抵の人々はその政府を正しいものと汚えs そして彼等に出来る

なら，その為す所を為そうとする傾向がある。特に金融問題においては正にこ

う推論しても良いのである。 「もし政府が英蘭銀行に巨額の国家の残金を予託

するのが正しいならば，自令違の少額の残金を之に予託する事が間違っている

筈はないc」

第二に，芙蘭銀行は最近主主，イギリスに於て有限責任を独占していた。イギ

リスの CommonLaw kこは，この；！＜設な種類の原理は全然認められていない。

それは国王の特許状或いは成文律によって始めて許される。ここに数年前主，

イ不明スでは，本来の銀行で（チェムパレγの土地銀行の如き無精の計画は入

れない。〉有限責任を認許されたものは一つもなかった。ニのため多数の穏か

な注意深い商人達が英蘭銀行の理事となる気になったものであって，彼等はそ

の財産を以て責任をとる無限責任の銀行ならば，如何なるものにも加わる様な
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ことは確かになかったからである。

第三に，英蘭銀行はイギリスに於て銀行券発行を許された｜！住ーの株式会社で‘

ある。ロシドシの個人銀行家は，前世紀（18世紀）の中頃主主は，事実銀行券を

発行していた。しかし株式銀行は何れもそれをなす事が出来なかった。銀行業

なる名称はその当時は，単に銀行券の発行と要求次第支払われる手形によって

資金を獲得するという事に使用されたに過ぎなかったυ 王子が国現在の予金銀行

業では手形も約束手形も全然，発行せられていないのであるが，予金銀行業は

その当時は広く行われていなかったし，叉銀行業と呼ばれていなかった。しか

しこの効果は非常に重要であるω それは丁度良い時に英蘭銀行に背府の発行権

の独占を与えたのである。その当時は支店は全然なかったので，地方の発行と

競争になる事はなかった。しかし首府では競争が行われたのであるが，完全に

勝利をえたのて、あった。英商銀行以外の如何なる銀行も銀行券を発行する事は

出来なかった。法人に組織せられていない個人は段ぇ返却して，それを止めて

来た。 1844年迄は，ロシドγの個人銀行家は，欲すれば銀行券を発行する事も

出来たので、あるが，しかし殆んど100年も前から駅逐されていたので、あった。

英蘭銀行は非常に長い間，発行の実際的独占を持っていたので、あって，普通に
(2) 

は常に法律上の独占を有して来たものの様に信じられていた。

(1) Macleod, Vol l, op. cit. p. 450. 

(2) Bagehot, op. cit. pp. 93-96.邦訳102～105頁， 1742年の条令の説明的保項，「而

して独占的銀行業の前記総裁及び社員一一郎ち，英蘭銀行 に与えられたる特権

或いは権龍に関して，更に又議会によって他の何らかの銀行或いは諮銀行を創設す

ることに関して，或いは先に示されたように，英言語銀行の総裁及び社員に許可され

た前記特権の存続中に，他の者の銀行業を制限することに関して起りうべき何らか

の疑義を防ぐため一一ここに何，前掲当局は次の如く制定し布告する。即ち，他

の如何なる銀行も議会によって創設せられ，設立され， E主いは許可せられることな

しとし、うのが，前記条令の真の意図する所であり，意味する所である。叉如何なる

既成の或いは将来形成ぜらるべき法人叉は政治団体も，或いは又如何なる他の人々

の契約叉は組合による既成の叉は将来形成せらるべき 6人以上の連合も，大プPテ

ンのイングランドと呼ばれる部分で、は，先に述べし如く，前記総裁及び社員に対し

て，それによって独占的銀行業の特権を有する会社fこること，又会社たるべ~こと

を布告せられたる前記特権の存続する限り，要求次第，又はその借入より 6ヶ月以
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内に於いて支払わるべき手形，又は銀行券によって，如何なる割も貨幣をも借入れ

又は；己！と払いの義務を負い，取得するということは適法で、ない。J

3 銀行券発行制度

英蘭銀行は条例により規定された業務を行ったが，その中で特色のあるのは

共通な印章を押したピルの発行であった。これは犬陸の銀行に比較すると「イ
(1) 

シグラγ 下銀行こそ，組織的に手形の売買をした最初の銀行」として，商業信

用に基礎をおいた中央銀行となったが， 17i止紀の60年代主は，この独占的発券
位）

銀行では，手形割引がたきい意味をもっ事はなかったと言われる。

(1) MaxW日ber,Wirtschaftgeschicht号，〔県民巌，青山秀雄共訳「一般社会経済史要

論J下岩波書店 109頁）

(2) Clapham, Th臼 Bandof England, Vol Chap III. pp. 123 130. 

これに対しては異論があってp 英蘭銀行は商業手形の割引に対して設立当初

から特に積棋的であった詳でなく，その最も時と共に増犬して行った事は，当
(1) 

時の記録が明白に物音っている， この事ーは設立者の；意図の通り，一般の利子

率を引き下げ，それに応じて手形の流通や割引を著しく増犬させる結果となっ

た。約束手形の長吉や為替手形の拒絶等の商慣習は，ほぼI!寺を同じくして法砕
(2) 

化されている。と述べられている。

(1) R. D. Richard, Th巴 FirstFifty Years of th己 Bank of England, in : van 

Dillen, Hi日toryof th巴 PrincipalPublic Banks, pp. 254-257. 

(2）大塚久雄． 「資本主義のl成立」．河出書房 131頁).;I、下

これらのこつの見解はしばらくおいて，ここでは発行の根拠を見てみよう Q

マクレオドはその著， 「銀行業の理論と実践」第2巻， 16章「英蘭銀行の構

成Jの所で， 「英蘭銀行は政府に120万ボγ 下前貸した企業である。それと引

投えに8%利附政府証券又は年10万ポγ 下の年金を受け取った。彼等はこの年

金を受け取った時p 現金に対して等額を受け取っている。しかしそれに加える

に， E冬木金に等しいノ－ ＼－を創廷する事が許された。現金での10；号、ボシドの年

金は，この信用を支持するに充会と考えられた。今や菩えはベニス，アムステ
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yレグム，ハムプルグの銀行と英蘭銀行の間に本質的区別を感じる u 前者はカレ

シシー・プリジシプルの原理に立った。それに払い込まれた地金は保存され，

又は金庫に保存されていると宣伝された。その限りでは創造された信用は地金

に等しかった。しかし英蘭銀行の場合は明かに具っていた。銀行は貨幣を政府

に渡し，政府はそれを流通に出した。銀行は年金を受領し， 120万ポγrの銀

行券発行が許され，それで為替手形， その他を割引いて商売する事が許され

た。かくて銀行は現金を政府に渡した許で、なく，ノートの形で商売する利益を
(1) 

得る事が出来た。」と述べている。

更に続けて，今や「銀行はこの120万ボシ下の額定，カレγ シーを増加する

方法で，銀行は二重の利益をなす。即ち政府に貸した現金の利息，そのノ「ト

で商売する利益を理解出来ぬものがあろうか？ 従ってこれが行われる限りで
ロ）

は此れは明かにローイズム（Lawism）の例であるりと云うのである。

(1) Macleod, Vol II, op. cit. chap XIV pp. 335-336. 

白） Macleod, Vol H, op. cit. chap. XIV p. 243. 

拙稿， 「ジョシ・ローの信用理論」九大大学院雑誌「経済論究」，第4号 19～ 

32頁。

勿論，ロ戸の提案は1705年で英蘭銀行設立よりも遅く，スコットラ γ ド議会

の採用する所とならなかったが， 1697年銀行は資本金を 100万ポシ ド以上増加i

出来るように授権された。この中で80万ポy F以上は当時50%割引であったエ

クスチェカ戸・グリーで受けとり， 20万ポシドは当時20%割引であった自己自

身のノートで、受けた。グリ｛もノートも名目額で正貨の如く算えられた。そし

てこのグり｛とノ｛トで増加した資本額に新券を発行出来た。ローは土地を保

証に紙券創造を提案したが，英蘭銀行は減価した信用のf二に紙券創造を許可さ

れたので、ある。
(1) 

1709年，銀行は資本倍額が許可され，同量のノート発行が許可された。

(1) Macleod, Vol II, op. cit. pp. 336-337. 

もし，同じ原理が現在まで実行されたら，全ての民間資金は銀行ストッグで銀行

券はナショナノL・デットに等しい量の80万ポンド位いであったことは朗白でないか。

今でさえ，或る人はこれは立派な原理と考えているようだ。もしストッグを銀行に
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持参すると，どんな額でもノ「トにして貰う権利があると考えているらしL、。この

原理は極限まで実行出来ないことは明かである。もしそれが事実なら，政府はパプ

リッグ・デットを無限に創造出来て，銀行は同額のノートを発行出来たであろう。

もし原理が真理ならカリブオルニヤやオ戸ストラリヤに金を求めに行って何の佼に

立とうか，この原哩はローが以前書いたものより一層狂気じみているO

かくて， 1711今迄銀行の発行は，その資本額に恨定されていた。そして支配

人は，その額を越えて発行すると佃人責任となった。後にはもし要求時に正貨

を支払えたら，いかなる額も発行日1米るようになったu それで1797年迄続き，

委員会が銀行を調査した時3 銀行は堅実で繁栄状態にあり， 11,686,800ポンド

の政府負債の外に400万ボシドの剰余資産があると報告した。この理由は明白

であり，発行ノ F トは商業証券と引換えに出され，銀行はノ F ト保言u：に商業ピ
(1) 

ルと政府負債を有していた。これを銀行のルソベンシーを充介保証したがカレ

シシ戸・ブザシシプルとは相反するもので、あった。

(1) Macleod, Vol II, op. cit. pp. 161 162. 

公衆プアンドに対するノ戸トの発行は最悪の原理であり，ジョン・戸「の原理で

ある。…－・英関銀行の発行は，紙券通貨に関する宿命的幻想の二つに基礎をおいて

いる。一つは戸｛・イズム，今一つはカレYシ｛・プリシシプノlである。

為桜子形を割引く銀行家は全て，カレシシー・ブリシシプyレを犯していると

言われるが，我々の注意すべきことは，商業手形の告IJ目！と国家の負債に対する

ノートの発行である。前者必ずしも堅実ではなく，後者が不堅実とも言いえな

い。即ちそれを流通させるのは専ら社会の側にあって3 社会の生産と消費に相

応すれば政府負債に対するノ｛トも堅実であり，投機家の振出した手形の割引

はその反動とも云うべき瓦解に見舞われることは歴史の示す所である。かくて

銀行券は本来の貨幣金との一定比率が望まれるのであるが，それとても人為的

に固定出来ないが，ノートの堅実，不堅実の問類は既に芙蘭銀行設立時に芽生

えていたのである。

4 持参入払ノートの蔚芽

今日の詩銀行の勘定の負債の側には予金が存在し，畏産の側には中央銀行券
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が在存している。他方，中央発券銀行では中央銀行券は発券部の負債の側に，

資産の側に本来の貨幣金銀地金，政府負債が存在する。予金も中央銀行券も銀

行の債務であるが，前者は小切手により流通性が限定されて，後者は譲渡形式

の簡易さから広〈流通する。今これらの発展の歴史を見てみよう。

パジヨットはその著「ロムノミ戸内苛」で， 「現在の最も簡単な，最も普通な

事象によって過去を説明する推定的歴史には，大抵の事物におけると同様に銀

行業に於ても，全然真実性はない。……銀行業の歴史も之と同様で、あった。最

初の銀行は，吾が国の予金銀行業の如き制度を目的として，或いはそれに類す

る何等かの目的として創設せられたので、はなかった。それは逢かに一層，緊急

なる理由からして創設せられたので、あって，創設せられてから後にそれが，或
(1) 

いはそれに倣うものが吾えの近代的用途に適用せられたので、あった。」 と述べ

る。犬陸の銀行が，公債売出し，健全通過の流通，送金業に重点があったのに

対してイギリスは， 「以上は全て，吾がイギリスで言う予金銀行業とは別のも

のである。かかる利便を供する事によって彼等は信用を獲得し，後に予金銀行

としての存在を確保したので、ある。……予金銀行が最初になした，真にその発

端をなす機能はそれより逢かに一般的なものである。叉彼等が此の比較的に一

般的な麗類の業務をなす事が出来ない限り，予金銀行業は決して急速に且つ広

汎に普及するものではない。その機能というのは，紙幣の発行をなすことであ

るが，予は認で限度をこえて之を通貨問題として論じようとしているものでな

いという事は認めて貰えるであろう臼一国に紙幣を供給するには如何なる形態

を以てするのが最も良いかという事は，経済学上のー問題ではあるが，滋では

立入らない。……銀行業を一社会に普及する最善の方法が，銀行家をして小額

の銀行券を発行せしめ，これによって金属通貨を不用に帰せしめる様にするこ

とであるというのは，此の確実な歴史に属する事である。この事は，結局，各

銀行家に補助金を与えて，銀行がその営業を予金業者が進んでやって来る様に
(2) 

なる迄続けて行く事が出来るようにしてやるという事になる。」

(1) Bagehot, Lombard Street, p. 77. 
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邦訳「ロムバード街」 87頁以下

(2) Bagehot, op. cit. p. 82. 邦訳 92文

一般に信用論史では，専ら金属貨幣が流通する場合，保行券発行が行われる

場合，最後に小切二子が用いられる場合に介けられ3 事柄はその経過，発展にお

いて把えるとP よくその内容を明かにする事が由来ると述べられる。今，この

諸銀行のノートが巾央銀行券に代位され小切手使用えの移行を見てみたいω マ

グレオずは銀行信用を利用する方法について「此れらの信用，予金及び役に対

する能動権をイシュ F した銀行家はそれを手渡し/1-'i来ず紙に記鎮せねばならな

l.,，ο 

① 銀行は阪客9 叉fi「持参入Jに或る額、を支払うという自己自身のノー？

を与える。

① 顧客は銀行に，特定人又は指図人又は持参入に支払いを望むノー「を書

く。これらは昔はキャッシュ・ノ F トと呼ばれ今はチェックと呼ばれる。．．

1729年チャイル下会社は現代の小切手の様に一部印刷p 一都筆記のものを作っ

たが現代の銀行券の様にイプシボンドのものでなくオッずのものであった。ロ

シ下γ の銀行家は1793年頃迄白己ノ｛トを発行したようである。その年のパニ

ックで公衆はそのノートに危険を感じ，発行は中 lとされたと思われる。しかし
(1) 

1844年の条例迄ノ｛「発行は禁止されていなかった。」

形式の例を挙げると，

16th Nov., 1689 

Mr. Jackson.-Pray Pay to the bearer hereof, Mr. D仰問ICroker, five pounds, 

and plαce it to the account of 

To乱1r.Roger Jackson, 

At Sir Francis Child’s Goldsmith, 

Your loving friend, 

John Wyny紅白

just within Tempi巴 Barr

時には単に「持参入」払L、であった。
Mr. Child,-Pray pay叩 tothe bearer the sum of twenty pounds and place it 

to the account of 

London, Aug. 29. 1689 E. Pollexfen 

時には一覧払いであった。
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At sight hereof pray pay unto Chαrles Duncombe, Esq., or order the sum of 

foitr hundred pounds, and Place it to the αccompt of 

Your αssured friend, 

To Captain Francis Child, Winchester 

ロearTemple Barre 

多くの場合それらはシ戸Jl,された。

Pray Mr. Child, pay to Mr. Hαrriso1b the sum ofαhundred pounds 

(Seal) D. Tyrwhitt 

それは1707年にも廃止されていない。

Mr. Robert Child, 

Pray pay to my servant, Thos. B., the sum of seventeen pounds，αnd for so 

donig this shαll be your order under my handαnd seαt this 17th dαy of October, 

1707. 

Ancaster, G. C. (Seal) 

もし顧客が望めば，望む額のノ戸トを出した。これらの金匠や銀行ノ，ートは印刷さ

れてなかった。

Nov. 28, 1684 

I promise to pay unto the Rt. honble. ye Lord North and Grey, or beαrer, 

ninety pounds αz demαnd. For Mr. Frαncis Childα7bd myself 

Jno Rogers 

1729年，チャイルド会社は最初に印刷ノ戸トを採用した。しかし定額でなく一部印

刷で，被支払人及び金額は筆記された。

Picture of ) No. 921 London, Oct. 20, 1729 

Temple Bar ) I promise to pα：y to Mr. Richard Bαnnister or order, on demαnd, 

twentグ pounds

£ 20 

時には持参入，指図人へ支払われた。

For Fras. Child, Esq., 

Sam Child 

Picture of ) No. 1792 London, 8 Decemb., 1729 

Temple Bar J I promis to pαグ toMr. Chr. Diggs, or beαrer, on, demαnd, thirty 

pounds 

For Fras. Child, self & Co. 

£ 30 San Child 

ロシドシ銀行家がノ戸ト発行を中止したのは疑問とされていたが，保存され

ている最後のものは1793年4月12日のものである。英i菊銀行の独占が確立した

時，この形式の条令が作られ他のものは注目されぬようになった。しかしその
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抜け穴は183Ut銀行チャーグー・ブグトで締罰｜：されロγFyで株式銀行成立を
位）

可能にした。ちなみにイギりス最古の小切手はチャ戸ルス二世の時黒獅子の名

で取引し後に保安官となった Tomas.Ffowles宛の1675年8月14日，£ g. 
(3) 

13. 6.のものであるとスボールヂィ γグは述べるω

(1) Macleod, Vol l,op. cit. pp. 331-332. 

(2) Macleod, Voll, op. cit. pp. 281白284.

我々はこの書類閲覧に関L，ロンドン最古の銀行チャイパド会社のF.G.H.Price

殿に負う甲子があった。発掘されたテムプノl,.パ戸に記録はあった。

(3) W. F. Spalding, The London Mon号yMarket, 1924.巻頭，

5 英蘭銀行の独占立法

スポ戸ルディ γグは企［Erの山Ltこノー干について「銀行業の父と言われるプ

ランシス・チャイル内日Pf主，金肝より洗煉された銀行業を行うのが好ましいと

判断したようで，現存しているI］長持によると1690年後fi，どの私的銀行家にも
住）

見出せるものである。…・・・彼等は予託された貨幣の領収書を出したQ それらが

ラシ＝γグ・キャッシュ・ノ戸トでp 小明手l撲が実際使用されるようになった。）
のは1770年になってからである。金匠ノ｛干は最初その譲渡性が疑問であり，

ブン女主時代にチーフ・ジヤスディス・ホル i-mによって反対されたが，その
効力に関する法律の通過と共に譲渡されるようになったり金匠は支払要求と現

実の負債がかけはなれる専を知り，借入者に金を貸す代りに要求払言if.ーを発行す
(3) 

る事に進んだりと述べる。

かくして，英蘭銀行はこれ等のノートの形式を参ヨ'5して ←）ラユ／ヱング・キ

ヤエシュ・ノ戸じ（ゴアカウシグプル・ノ「 1－＇同シ戸 yレド・ピルを発行した

と言われるが初期iの金匠ノ戸トは小切手形式の銀行券とも考えられるのであ

る。

(1) Spalding, op. cit. p. 28. 

包） Spalding, op. cit. p. 29. 

(3) Spalding, op. cit. p. 29. 

パジョソ Tは銀行券発行が予金に先行する事について，地方銀行の詳細な記



英関銀行券と小切手 -31 -

述はないが，恐らく 1832年辺主主は，銀行の主たる利益は発券で、あって所謂銀行

論争は全て発行に関する諸問題で、あったと説明し， 「何故に銀行券の使用が予

金の習慣に先立つものであるかという理由は非常に簡単である。その発行は銀

行家が行う事が出来る。即ち彼自身の『約束』を貸附けとして，賃金として，

負債の支払として交付出来る。然るに予金をえるのは受身であって，それは他

の人々の好意にある 0 ・・・…銀行券は公衆が，それを持参しさえしなければ直ち

に流通する事になる。反対に一旦発行せられた銀行券を駆逐するには公衆の努

力が必要である白然るに予金銀行業は銀行家により開始されず，社会の自発的

な一貫した努力を必要とする。かくして紙幣の発行は予金銀行業にとって当然
(1) 

その序曲をなす事になる。」と述べる。続いて，

「このような効果は，発行権の分散程度に比例する。仏国の如き単一独占発

行者は漸次手を拡げるのは困難である。……それは首府で支配されて地方に拡

張する銀行は，出資者が地方人であれ地方の事情を熟知している銀行と比較

して安全性が少ない。銀行券の発行は主として貸附けにより始まる臼地方銀行

家が安全に貸附ける事が出来るのに対し，中央機関の代理人はそういう事は困
位）

難である。彼が無智である事は抜目ない老袷・な連中の目標である。」と言う。

(1) Bagehot, op. cit. pp. 85-86. 邦訳 94頁

侶） Bagehot, op. cit. p. 87. 邦訳 95～96頁

このように銀行は貨幣又は証券引換えに， Rightof Actionや Creditをイ

シュ｛し，それはキャッシュ・ノ｛トや銀行宛小切手で、移転出来た。要求持参

入払ノートを誰が出しでも CommonLawで、は合法で、あった。 しかし1697年

の英蘭銀行独占立法の後， 1709年政府は再び金融逼迫となり次の如く立法化さ

れた。

←） 本源的資本120万ポy Fの利息は，負債の経営に4千ポy lごを許し， 6

%に減ずる。

仁） 更に40万ポy Fを6%で貸上げる。

t三） 現在資本2,201,171ポシド10シリシグ、を新株115%の，価格で、倍額増資を

許し， それに対し， 250万ポシ ドのエクスチェカー・ピルの流通に同意し，そ
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の示1169杉の予去は利巨
(1) 

（悶 特権t土1711年8月1日カミら21年問継続する o

1697年の立法は他の銀行設立を禁止したが， 1709年の条例に遺叛せぬよう銀

行業務が行われたのでその防止のため， 「英商銀行の存続する間，設立される

政治団体及び企業は不法である。又イングラシドと呼ばれる地方で， 6名を越

え，発行より 6ヶ月内の要求払のピルやノ戸 Tに貨幣を borrow, owe, take 

up する事の禁止。」が1742年の条令に挿入されたが， 株式銀行禁止の綾は存
包）

布しなかったり

(1) Macleod, Vol 1, op. cit. pp. 486-487. 

包JMacleod, Voll, op. cit. pp. 500・501.

6 小切手制度

当時，銀行業は要求持参入払ノートを発行する事と考えられていたのて；1742

年の条令はその防止に有効と考えられた。マクレオドはこれに対して「1793年

頃ロンドシ銀行家は要求持参入払ノ F トを中止したが， 小切三子による方法は

1742年の言葉使いを免れた。 1796年，英蘭銀行の制限でロシドシは困窮L，そ

の特権を犯さぬ流通千段を供する目的で商人と銀行家は連合を構成した。」 と

述べる。

そこで，金融機関としては三系涜が形式された。株式発券銀行の英蘭銀行，

それは国家の叉ロンドγの銀行で、あった。ロンドユ／には個人銀行があった。そ

れは英蘭銀行券と小切手により取引し，その中若干は英蘭銀行に当座勘定をも

ち剰余を預けた。地方の個人銀行は殆んど発券銀行で，英蘭銀行と直接取引を

せずロシずシの個人銀行を代理店とした。ロンドシの個人銀行は英蘭銀行当座

からtE貨を引出すかp 銀行券を先換し，正貨を地方に送ったと言われる。

(1) Macleod, Vol II, op. cit. pp. 133-134. 

1822年頃，銀行独占に三つの欠陥を見出し，株式銀行の預金及び／戸ト発行でな

L、小切手使用は千ヤ Fータ戸のj反則ではなく，銀fi':;i交の実践により行われるようにと

の論争があった。

(1) 
1775年頃，個人銀行はロシドシに手形交換所を設立し， 1810年には， 46の伺
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人銀行が決済し，銀行は利息を払って預金を集め，それを基礎に小切手を出

しP 交換所の決済は英蘭銀行券で、行った。

その後，有名な対仏戦争下の支払停止で，ロシドシでは小切手取引が著しく

発展し， 1825年の恐慌で劇しい地方銀行の破産を生じた。そこで英蘭銀行独占

に対する自由主義が唱えられ1826年の条例で英蘭銀行地方支店が創設され国家

の銀行の色彩を強めた。同条令で地方に株式銀行が出現し個人銀行を吸集合併
白）

し始めたっ 1833年の条例でロジドンに株式銀行が設立せられた臼

(1) Macleod, Vol II, op. cit. pp. 435-439. 443. 

交換所は，不便を除くため，ナポリの銀行で工夫されたと云われ，英国ではエジ

ンパラで最初の探用がされた。乙の交換は，スコットランド銀行とロイヤノL銀行で、

交互に行われた。ロンドンでは1775年にエジンパラと同様なプランで作られ，地金

報告には1810年に46銀行が決済したと云われる。通過したドラフトは470万ポンド

と云われ， 22万ポンドが英蘭銀行券で決済された。交換所は個人銀行家の集合で，

株式銀行は1854年まで拒まれていた。英蘭銀行は1864年まで加入しなかった口
白） Macleod, Vol II, op. cit. pp. 135-136. 

条令の主な規定の八項目の中に（Statute1833, c. 98）次のものがあった。

条令包）英蘭銀行が亨受している特権に関しての疑し、を除く目的で，政府団体，

企業，社団，会社，組合が何人からなろうと，英蘭銀行の特権の存続する

間，イングランド内で借入から 6ヶ月以内で貨幣を borrow,owe, take up 

しなし、なら，ロンドンで銀行業を続けうる。

1837, 38年には恐慌となり，英蘭銀行券の安定化のために1844年のピール条

例が公布された。その内容は次の様で、あった。

←） 1344年8月31日から，英蘭銀行は発券部と銀行部に令けられ，発券部は

1,400万ポシ ド迄証券準備で， それ以上は正貨引換えにのみ銀行券を発行す

る。

（二） 英蘭銀行は，他の発券銀行が発行を停止する時は，その額の%をこえず

発券出来る。

t三） 英蘭銀行は特権の代償として1833年の12万ポシ ドの代り18万ポシ ドを納

める。

（岡 英蘭銀行は，純金1オシス＇ 3ポyド17シリ yグ9ぺyスで買入する。
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伺 1833年の条例における英蘭銀行券が法貨である事。短期手形についての

高利禁止法の適応除外の事。及び会計公表の規定は受け継がれる。

同地方銀行の発行権は， 1844年4月27日以前の2週間の平均高に制限され

る。発券銀行が破産又は合同により，社員6名をこえる時は発行権を失う。

この条例にも拘らず， 1847年， 1858年と相次いで恐慌が発生した。従って銀

行はピ戸ル条例の一時停止に関する免責条例（Bill:of Indemnity）を議会よ

りえて，高い利率で‘発行を行った。ピ 戸 Jレ条例は私立銀行の銀行券発行を禁止

したので，諸銀行は小切手という形式でその裏をくぐった。今迄の印刷ノ｛干

の代り帳簿を作り，小切手帳を与え，帳簿の額迄の小切手振出しの権利を与え

すこ。

1857年， 62年， 79年の法律で株式銀行が発展し個人銀行を合併して支店を拡

充して小切手制度は益ぇ利用された。 1854年ウェス干ミシスグ F 銀行は手形交

換所に加入し，英蘭銀行も加入した。

1777年の条例は5ボシド以下のノ戸干を禁止し， 1844年の条例はそれさえ禁

止した。どの銀行も要求持参入払ノ戸 t-を発行出来ず，その制限が除かれても
(1) 

5ポシド以下の小切手を振り出す事は長い間不法で、あった。

しかし今や小切手銀行は公然と全ての小切手の支払いを保証する。その銀行

条令をくぐる方法は，

H 要求指図人払で要求持参入払でないと言われる。しかしこれは被支払人

が裏書きする事で要求持参入払となる事が出来る。

（コ小切手に横線が入るとそれは持参入に必ずしも勘定台で支払われずに，

持参入の銀行が代理店に要求次第支払われる。それが条例から遁れる微妙性で

あり事実は横鵠銀行券なのである。かくして1ボシ下でも数ボン下でも無限に
白）

発行が出来て立法府が抑制しようとしたノ F Tの無限供給の水門を聞いたo

(1) Macleod, Vol II, op. cit.即.375・376.

(2) Macleod, Vol II, op. cit. p.377. 
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1844年の条例の起草者は銀行から金を引き出すーっの道だけを考えた口そし

て公衆が金を引出すにはノ戸トを持参する筈であり金流出があればノ｛ト流入

があると。しかし金を引き出すには二つの道があった。即ち今一つは小切手で

あった。帳簿に信用を有する人は小切手によれ一片のノ戸 ］－も引上げられる

事なく金を引出せた。どの立法も小切手を禁止せずJこ金流出を防止出来なかっ

たリかくて条令の機械的作用で支配人はカレシシー・プり Yシプルを実行せざ
(1) 

るをえなかった。

(1) Macleod, Vol II, op. cit. pp. 342-343. 

事実，船には二つの水洩りがあったD 条令の起草者は一つを知ったのみで，今一

つの71<洩りで船が沈むのを見て驚いた。

以上で，銀行の信用である銀行券と小切手が，金匠段階では類似したもので

あったが，パジョッ Tの言う如き発券から預金えと発展するにつれ，英蘭銀行

がその形式を採用し，引いては銀行券の発行を独占したのに対し，諸銀行が小

切手形式をとったために，銀行券の数量を規制するだけでは，準備金の確保が

出来なかった事が分るのである。それは予金銀行の発生に見る所であるが，か

くして中央銀行は金利規制えと進まねばならなかったので、ある。

昭和33年 10月24日




